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研究成果の概要（和文）：本研究は、新型コロナウイルス感染症の蔓延のため海外留学ができず、オンライン留
学に参加した学生の感想と留学による目標言語の技能上達との関連を分析することを目的とした。方法として
は、オンライン留学後に目標言語の４技能の自己評価とL2英語のTOEICスコアと学習言語であるL3中国語のHSKス
コアを加えた客観的な指標と、より内省的な記述コメント内での特徴的な語を対応分析によって抽出した。
その結果、オンライン留学は対面留学の代替物ではなく、独自の効用を有する学習体験であり、その制限内でこ
そ発達する言語学習方略もあり、第２言語（L2）と第３言語が複雑に影響しあう心理学習体験でもあることがわ
かった。

研究成果の概要（英文）：This study analyzes the relationship between the perceptions of students who
 participated in online study abroad programs due to the COVID-19 pandemic, which prevented them 
from studying abroad in person, and the improvement of their target language skills. The methodology
 includes self-assessments of the four language skills in the target language after the online study
 abroad program, combined with objective measures such as TOEIC scores for L2 English and HSK scores
 for L3 Chinese. Additionally, a correspondence analysis was conducted to extract characteristic 
words from introspective descriptive comments.
The results revealed that online study abroad is not merely a substitute for in-person study abroad 
but a unique learning experience with its own benefits. Specific language learning strategies 
developed within the constraints of online study abroad, representing a complex psychological 
learning experience where the second language and the third language interacted intricately.

研究分野： 外国語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、コロナ禍におけるオンライン留学の教育的および心理的意義を明らかにする点で学術的に重要であ
る。結果は、従来の対面留学に代わるものとしてだけでなく、オンライン留学が独自の教育効果を持つことを示
している。特に、制約の中で発展する新たな言語学習方略や、L2（英語）とL3（中国語）が相互に影響し合う複
雑な学習体験が示唆している点で重要である。又、オンライン教育の有効性を再評価し、言語教育プログラムの
設計において、「オンラインでの第３言語圏への留学」という新たな視点を提供する。さらに、コロナ禍におけ
る教育の柔軟性の重要性を社会に認識させる一助となり、オンライン学習の普及と質の向上に貢献する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
１．研究開始当初の背景 

研究開始年度である2020年度は、新型コロナウィルスの世界的な蔓延のため、対象となる機
関（大学）が留学制度自体をキャンセルしたため、データ収集自体ができなかった。2021年度
と2022年度（最終年度）も、コロナウィルス蔓延は止まず、対象機関が対面による留学を実施
しなかったため、当初予定したようなデータ収集は実現しなかったため、各年度に、以下のよ
うな代替措置を取り、翌年度に備えた。 
2020年度:主に2019年度に収集した試行実験の結果をもとに、リサーチクェスチョンに答える
ために最も最適なデータ収集方法を模索した。信頼性と妥当性の低い変数を削除し、最先端
の研究で使われている変数を加え、本実験で使用する変数をほぼ決定した。 

2021年度:2019年度に本研究と似た参与者160名から収集した留学前データの結果を使い、
Bedfordshire大学のFumiyo Nakatsuhara博士に依頼して、対象となる日英中の作文能力を測
定する信頼性と妥当性の高い測定尺度を開発し、実際に160名の作文得点を算出し、他のア
ンケート結果もオンライン化することで、留学前の３国語の作文力が、どんな個人差に最も
影響を受けていたかが分析できる道筋をつけた。 

2022年度(延長した2023年度も含む):2021年度に、対象大学が対面留学の代替措置として企画
したオンライン留学(本研究の対象参与者とほぼ同様の参与者の２年次の9月から12月の秋学
期に実施)の前後に、同大学の許可が得られた範囲内で収集したデータを使い、当初の計画
とは異なる形の留学形態ではあるが、対象言語に”immersed(包まれる)”のような状態で言
語を学ぶ際に、留学前後で第２言語と第3言語でどのような変化が起き、そのプロセスはど
のようなものであったかを、限定的な側面のみではあるが調査・分析した。今回の研究成果
としては、本研究が、初年度から最終年度まで、新型コロナウィルスのため本来の目的が十
分達成できなかったため、当初の目的に最も近い、この2022-2023年度の調査と分析の結果
を以下に詳述することで、代替することとする。 

 
２．研究の目的 

本研究は、新型コロナウイルス感染症の蔓延期間に海外留学ができず、オンライン留学に参
加した学生の感想とオンライン留学による目標言語の技能上達との関連を分析することを目
的とする。本稿ではコロナ禍における大学生の言語学習の動向や課題について検証するととも
に、その制限された時期にこそ発達した言語学習方法と第２言語（L2）の英語と第３言語（L3）
を同時に学ぶマルチリンガル学生の実態について分析した結果を報告する。 

 
３．研究の方法 
(1)参与者: 日本にある４年制大学の中国語・中国文化を専攻する 2020 年入学生を対象とした。
対象学生は 2021 年 9 月 8 日から 12 月 23 日までの間、中国の提携大学とオンライン留学に参
加した。留学先大学の教員によるオンライン授業が提供され、70 名の回答者の中から作文とア
ンケート回答のデータ利用を許可した 50 名分回答を本報告のデータとして利用した。 

(2)調査方法：まず、オンライン留学後に、参与者に、「話す・聞く・書く・読む」の４技能が留
学前に比べてどの程度向上したと思うかについて、１（全く向上していない）から 10（大変向
上した）の 10 段階の数値で自己評価してもらい、その向上度の数値の説明として自由記述の
アンケートを記入してもらった。これらは、オンライン学習管理システム Moodle を利用して
回答してもらった。さらに、自己評価だけでなく、客観的な指標として、L2 英語の習熟度を示
す得点も使用した。L2 としては、オンライン留学前に参与者が受験した TOEIC の Listening と
Reading の各スコア、L3 としては、留学後に参与者が受験した HSK 中国語検定のうち、対象大
学から提供された「聞く」と「「読む」のスコアを分析に使用した。 

(3)分析方法：自由記述式のアンケートと自己評価・TOEIC・HSK の各数値を KHCoder（樋口, 2020）
を使って抽出後、リスト・KWIC コンコーダンス・対応分析を使用してアンケート内に頻出する
単語と自己評価と言語テストのスコアとの関連を分析した。 

 
４．研究成果 
以下に本研究の主な成果を４項目示す。 

(1) まず、自由記述で現れた「オンライン留学」と共起した項目を分析した。70 の回答に「オン
ライン留学」を含む記述が見られ、共起する語句としては、「毎日」（6）、「少し」（3）、「終わ
る」（4）、「経る」（3）、「参加」（3）、「学習」（4）が続いた。これはオンラインでの対話型授
業で主となる、話す・聞くの音声を介する技能だけでなく、同頻度で書く・読む技能向上へ
の回答にも見られた。即ち、現地留学でなくても一定期間に言語を集中して学ぶ機会を設け
ることにオンライン留学は十分にその役割を果たし、参加者もその効果を実感したという結
果になる。「毎日」、「参加」、「学習」の共起語からは「オンライン留学」による普段とは異な
る習慣的な学習の効果を参加学生は肯定的に見る意見が多いことを示す。 

(2) 次に、４技能ごとに自由記述回答の表現に差があるのかを検証した。４技能に共通して「た
くさん」（S：3, L：3, W：1, R：10）、「増える」（S：10, L：9, W：8, R：15）、「触れる」
（S：5, L：3, W：11, R：3）のように言語使用の機会がオンライン留学によって増加した



ことを示す語が高頻度で見られた。「たくさん」との共起する語を階層的クラスター分析で
調べた結果、前述の R:10 の数字が示すように「文章」、「読む」、「課題」といった読む技能
の向上を示す語が目立つが、中には「たくさん聞く機会があり、問題なく聞き取れるように
なった」と、聞く技能の向上に役立った意見もあった。 

(3) 続いて、４技能と自己評価の数値とアンケート内の語との関連を分析した。図１は S・ L・
W・R の各技能と自己評価についての 10 段階の数値を下位（1）・中位（2）・上位（3）に分類
した後、自由記述の回答と対応分析を実施した結果である。図１が示す成分１は S・L・W・
Rの４技能と思われ、成分２が自己評価の下位・中位・上位であろう。S・L・W・Rの周りに
「話す」・「聞き取れる」・「書ける」・「読める」の語が見られるのは当然であるが、S（話す）
が上位（３）と近い点にあることが興味深い。つまり、話す技能の向上を感じた学生が「機
会」・「参加」・「上がる」・「見る」・「毎日」・「慣れる」・「向上」の語でその満足度を示してい
る。「自信」・「できる」の語が高い向上度を示す軸近くにあることも注目に値する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 最後に、表１はオンライン留学体験者が４技能について向上した事を示す自己評価の数値（SE_W, 

S, R, L）と客観的な技能を示す数値として TOEIC スコア（EL, ER）、そして HSK スコア（CL, 
CR, CW）の相関係数を示す。ここで得られた結果をまとめると、L2 の英語学習でリスニングが
得意な学生は、L3 の聞く・読む・書く、の技能向上に良い結果をもたらしたと言える。続いて、
L3 のリスニングが向上したと自己評価（SE_L）した学生は L2 のリスニングとリーディング（EL, 
ER）でも良い成績を得たことが明らかになった。これは L2 でのコミュニケーションで自信をも
った学生が L3 の学習でも積極的に会話を聞き、その聞く技能を向上させようと L2 学習体験を
L3 学習にも活かした結果かもしれない。最後に、L3 スピーキングの自己評価が高い学生（SE_S）
は L3 のリーディングテスト（CR）で芳しくないスコアであったことを示す比較的負の相関関係
が示された。これは、L3 でも読む学習よりも話す・聞くという活動が好まれたためかもしれな
い。今回のオンライン留学ではビデオを通した対話を重視していたが、対話を好む学生には、
読む技能を向上させるのには至らなかったことも示唆する結果である。 

 
s 表 1: 4 技能の自己評価と TOEIC LR スコアと HSK LRW スコアの相関 
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